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かしE+P餅周投与はE単独授与に比べ骨形成能の克進

が推察された.

1日 早 発閉経 ･Turn(､r症候群婦 人におけ るホ

ルモ ソ補充療法の骨 代謝 ･脂質代謝への影

響の検討
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当科の 『いきいき外来』で6動員以上ホルをソ補充療

汰 (HRT)(Kaufmann療法)中の20-朝議の早発閉

経 =)()い 婦人1(潤J.′1'uI11er症候群 し′1'Sl婦人10例.

対照群射例について,托RT が骨代謝 申脂質代謝に及ぼ

す影響について検討 した.

POFや TSでは治療の有無にかかわらず対照群に比

べて有意な低骨密度を示すが,HRT 開始後徐々に増加

し18カ月以降各々2%,3.8%の有意な増加を認めた.

POFや TSでは対照群に比べ総 コレステロール,LDL

コレステロ-ル,HDL コレステロ-ルの高値を示 し,

長期的な HRTにより HDL ニjレステロ-ルの上昇,

LDL コレステu-ルと動脈硬化指数の低下を示 した.

末櫓血 リンパ球サブセットは,POFや TSとも無治療

群は CD3,CD4および CD4/CD8比の低値を示 し,

治療によりやや改善傾向を示 した.

POF,TS婦人は,骨慶減少症 ･高脂血症の-イリス

タ群である.招RT はこれらの婦人の骨代謝 書脂質代謝

の改善に有用である.2-ノ3年以上の長期的な効果につ

いては今後の検討を要する申
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12ト当院に於け る骨租督症治噂 C')税状

-平成 逢年 9月か ら5年 3月 までの患者

調査 より-

所滞 徹 (木戸病院整形外科)

平成 轟年 9月から5年 3月までに骨密度検査を行った

患者全員を対象にして調査を行った. 対象患者数は23壌

例で, うち正常者96名,骨粗餐症患者 138例であった,

女.性愚 考を中心に年齢順骨密度曲線を作成 した.【仁常群

と骨甑撃症群では約15%の骨畳の差を認めた.

また,骨組牽症群はコソビュータデータとの比較では

正常値よりやや低い値を示 した.

骨組発症治療群ではホルをソ療法とビタミンD使用群

ではホルモン療紋の成績が健秀でかつ結果屯安定 してい

た.ビタミンD使用群では結果が安定 していなかった.

しかし,アルファロ-ル, ロカル トロ-ル交互投与群で

はホルモン療法に匹敵する結果が得られていた,
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｢骨組棄症 の病態 と治療｣

- エス トロゲ ン ･プ ロゲ ステ ロンの治療 効

果を中心として-
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